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1 

1 まえがき 

 種々のゴム・プラスチック電線・ケーブルが開発され，長年にわたり使用されているが，それと共に使い

方の誤りなどによる大小さまざまな事故を引き起こす例が見られます。 

本資料はこれら種々の事故を分類し，正しい方法・悪い事例・トラブル事例・予想されるトラブルをまと

め，今後そのような事のないように，注意の喚起をお願いするものです。 

 

できるだけ図解によって簡潔に表現し，電線路の計画から電線ケーブルの運搬・保管・工事・使用方法等に

分類して資料を構成しています。事例の多くは実際に報告されたトラブルの例であり，その原因・現象の多く

は報告外の電線にも参考となるものと思われます。また，実際に起こったトラブルだけでなく，悪い事例によ

って引き起こされることが想定されるトラブルも加えて記載しています。 

電線・ケーブルの正しい使用方法・適切な安全対策等を施すため，あるいは周知するための説明書あるいは

警告ラベルなどを作成するための資料の一つとして活用される事を期待しています。 

 

2 本資料の取り扱い上の注意 

本資料は，典型的なトラブル事例を記載したものであり，ここに記載されてないことでも，法規・工事基準

等で別途規定された事項は，当然これに従って，正しい使用法と安全を確保する必要があります。 

 

3 トラブル事例の分類 

トラブル事例は，以下に占める各段階に分類した。 

 

分類 段階 トラブル事例数 ページ 

① 電線路の計画 13 2－9 
② 運搬 4 10－11 
③ 保管 1 11 
④ 工事 24 13－24 
⑤ 使用 9 25－28 
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1 
コ
ー
ド
 

全
般
 

 

電
線
の
許
容
電
流
は
，
通
電
に
よ
る
導
体
の
温

度
が
，
構
成
材
料
で
あ
る
絶
縁
物
の
最
高
許
容

温
度
以
下
（
導
体
許
容
最
高
温
度
）
と
な
る
よ

う
に
計
算
さ
れ
て
い
る
。
 

照
明

器
具

の
反

射
板

の
よ

う
な

高
温

に
な

る

部
分
に
触
れ
な
い
よ
う
に
配
線
す
る
。
 

   

高
温
部
に
触
れ
た
場
合
，
通
電
に
よ
る
温
度
上

昇
も
加
わ
り
，
絶
縁
物
の
最
高
許
容
温
度
を
超

え
る

こ
と

が
あ

る
こ

と
に

配
慮

が
行

き
届

か

な
か
っ
た
。
 

     

ダ
ウ

ン
ラ

イ
ト

の
反

射
板

に
触

れ
て

い
た

ビ

ニ
ル
コ
ー
ド
が

，
絶
縁
体
の
軟
化

に
よ
り
短
絡

し
た
。
 

電
線
周
囲
の
機
器
の
温
度
上
昇
に
よ
っ
て
，
絶

縁
体

の
最

高
許

容
温

度
を

超
え

て
使

用
さ

れ

た
場
合
，
絶
縁
体
が
軟
化
し
，
短
絡
に
よ
り
発

火
に
至
る
。
 

2 
ケ
ー
ブ
ル
 

全
般
 

  

ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
は
，
布
設
環
境
の
周
囲

温
度
が
基
底
温
度
と
異
な
る
場
合
，
“
基
底
温

度
に

よ
る

電
流

補
正

係
数

”
に

よ
り

補
正

す

る
。
 

           

ケ
ー
ブ
ル
の
サ
イ
ズ
選
定
を
す
る
と
き
，
布
設

場
所
の
環
境
変
化
（
気
温
）
を
考
慮
し
な
か
っ

た
。
 

 

猛
暑
で
周
囲
温

度
が
上
昇
し
，
通

常
ど
お
り
の

通
電
電
流
で
ケ
ー
ブ
ル
が
異
常
過
熱
し
た
。
 

  

ケ
ー
ブ
ル
の
焼
損
に
よ
り
，
周
囲

部
材
に
延
焼

し
火
災
に
至
る
。
 

コ
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が
接
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3 
ケ
ー
ブ
ル
 

全
般
 

ケ
ー
ブ
ル
を
多
条
布
設
す
る
場
合
は
，
“
多
条

布
設

の
場

合
の

低
減

率
”

に
よ

り
許

容
電

流

を
補
正
す
る
。
 

  気
中
暗
渠
 
低
減
率
の
一
例
(

s＝
d)
 

段
 

2
段
 

列
 

2 
4 

6 
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低
減 率
 

0.
7 

0.
6 

0.
53

 
0.

5 

 
0.

5＝
許
容
電
流
が

50
 %

に
な
る
 

と
い
う
意
味
 

  

ケ
ー
ブ
ル
の
増
設
に
よ
り
，
多
条
密
接
布
設
と

な
っ
た
が
，
既
設
ケ
ー
ブ
ル
の
通
電
電
流
を
低

減
し
な
か
っ
た
。
 

 

ケ
ー
ブ
ル
が
多
段
多
列
で
布
設
さ
れ
た
所
へ
，

増
設

工
事

に
よ

り
新

た
に

ケ
ー

ブ
ル

が
追

加

布
設
さ
れ
，
既

設
下
段
ケ
ー
ブ
ル

が
熱
劣
化
に

よ
り
亀
裂
，
短
絡
，
地
絡
し
た
。
 

     

ケ
ー

ブ
ル

の
焼

損
や

周
辺

設
備

へ
の

延
焼

が

発
生
す
る
。
 

4 
ケ
ー
ブ
ル
 

全
般
 

          

ケ
ー
ブ
ル
を
束
ね
た
り
，
リ
ー
ル
に
巻
い
た
状

態
で
は
，
多
条
布
設
と
同
様
許
容
電
流
を
低
減

す
る
必
要
が
あ
る
。
 

          

端
末
で
余
っ
た
ケ
ー
ブ
ル
を
，
束
に
し
て
布
設

し
た
。
 

 

キ
ュ

ー
ビ

ク
ル

へ
の

引
込

線
と

し
て

使
用

の

ケ
ー
ブ
ル
が

，
15

 m
ぐ
ら
い
長

く
余
っ
た
の

で
，
今
後
の
再
工
事
に
使
え
る
と
考
え
，
そ
の

15
 m

を
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
内
で

束
に
丸
め
て
端

末
処
理
を
し
た
。
 

束
ね
た
ケ
ー
ブ
ル
が
焼
損
す
る
。
 

  

既
設
ケ
ー
ブ
ル
 

増
設
ケ
ー
ブ
ル
 

ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
 

 

た
ば
巻
き
箇
所

 

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

 
キ
ュ
ー
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ク
ル
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ケ
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線
路

長
が

長
い

場
合

，
電

圧
降

下
を

考
慮

し

て
，
ケ
ー
ブ
ル
サ
イ
ズ
を
選
定
す
る
必

要
が
あ

る
。
 

長
尺
線
路
で
，
負
荷
電
流
が
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容

電
流

の
範

囲
内

で
あ

る
こ

と
だ

け
を

確
認

し

て
サ
イ
ズ
を
選
定
し
，
電
圧
降
下
を
考
慮
し
な

か
っ
た
。
 

 

受
電
側
で
，
所

定
の
電
圧
が
得
ら
れ
ず
，
ケ
ー

ブ
ル
サ
イ
ズ
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

電
動
機
で
は
，
始
動
電
流
に
よ
る

電
圧
降
下
が

大
き
く
な
り
，
起
動
し
な
く
な
る
。
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絶
縁
電
線
 

全
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標
準

的
な

環
境

で
の

屋
内

・
盤

等
へ

の
配

線

を
想

定
し

て
設

計
さ

れ
た

電
線

は
，

異
常

雰

囲
気

で
は

隔
離

す
る

か
配

線
を

保
護

す
る

必

要
が
あ
る
。
 

   

硫
化

ガ
ス

の
雰

囲
気

に
さ

ら
さ

れ
る

盤
内

で

使
用
さ
れ
，
盤
は
気
密
状
態
に
な
っ
て
い
な
か

っ
た
。
 

下
水

処
理

場
の

盤
内

で
電

線
の

表
面

が
変

色

し
た
。
 

端
末
部
の
導
体
が
腐
食
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
 

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

系
の

被
覆

で
は

，
サ

ル
フ

ァ

イ
ド

ト
リ

ー
の

発
生

に
よ

り
，

絶
縁

破
壊

の

恐
れ
が
あ
る
。
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全
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標
準

的
な

環
境

で
の

屋
内

外
・

地
中

へ
の

配

線
を

想
定

し
て

設
計

さ
れ

た
ケ

ー
ブ

ル
は

，

異
常

雰
囲

気
で

は
ケ

ー
ブ

ル
を

保
護

（
配

線

方
式
や
が
い
装
）
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

        

馬
糞

の
存

在
等

特
殊

な
環

境
で

使
用

さ
れ

て

い
た

が
，

配
線

ル
ー

ト
や

配
線

方
式

の
選

択

等
，
特
段
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
 

     

競
馬

場
の

地
中

配
線

で
表

面
の

色
別

が
退

色

し
た
。
 

被
覆
が
劣
化
・
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
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ブ
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同
相
多
条
配
線
を
行
う
場
合
の
相
配
列

は
，
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

ア
ン

バ
ラ

ン
ス

が
最

小
と

な

る
配
列
で
配
線
す
る
。
 

同
相

内
で

ア
ン

バ
ラ

ン
ス

の
無

い
配

列
は

次

の
例
が
あ
る
。
 

     

同
相

2
条
配
線
を
行
っ
た
と
き
に
，
イ
ン
ピ
ー

ダ
ン

ス
ア

ン
バ

ラ
ン

ス
を

考
慮

せ
ず

に
配

線

し
た
。
 

    

   

通
電

電
流

が
2

条
均

等
に

分
流
す

る
も

の
と

考
え
て
，
通
電

電
流
の

1/
2
の
電
流
を
ぎ
り
ぎ

り
満
足
す
る
サ

イ
ズ
を
選
定
し
た
。
イ
ン
ピ
ー

ダ
ン
ス
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
に
よ
り
，
均
等
に
分
流

し
な
い
た
め
，
許
容
電
流
を
超
過

す
る
ケ
ー
ブ

ル
が
発
生
し
，
過
熱
に
よ
り
，
早
期
に
被
覆
材

料
が
劣
化
し
て

割
れ
て
し
ま
っ
た
。
 

       

絶
縁

体
劣

化
を

生
じ

亀
裂

→
地

絡
→

焼
損

に

至
る
事
故
が
発
生
す
る
。
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ヤ
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キ
ャ
ブ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
ブ
ル
は
，
用
途
に
よ
っ
て

ケ
ー
ブ
ル
に
加
わ
る
負
荷
が
異
な
り
，
そ
れ
に

合
わ
せ
，
ケ
ー
ブ
ル
の
構
造
や
材
質
が
異
な
る

た
め

，
用

途
に

合
っ

た
ケ

ー
ブ

ル
を

選
定

す

る
。
し
ご
き
が
加
わ
る
場
合
は
，
耐
し
ご
き
性

を
，
張
力
が
か
か
る
場
合
は
，
耐
張
力
性
を
考

慮
し
た
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
。
 

不
明
の
場
合
は
メ
ー
カ
ー
と
相
談
す
る

。
 

     

し
ご
き
の
加
わ
る
用
途
に
，
一
般
の

PN
C

T（
キ

ャ
ブ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
ブ
ル
）
を
使
用
し
た
。
 

 

プ
ー
リ
ー
で
繰
返
し
屈
曲
が
生
じ
た
た
め
に
，

ケ
ー
ブ
ル
に
う
ね
り
が
生
じ
た
。

 

（
想
定
ト
ラ
ブ

ル
）
 

導
体
が
断
線
・
短
絡
す
る
こ
と
に
よ
り
設
備
が

停
止
す
る
。
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［
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］
 

一
般
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ル
 

プ
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リ
ー
 

繰
返
し
の
し
ご
き
 

う
ね
り
現
象
 

一
般
ケ
ー
ブ
ル
使
用
時
の
う
ね
り
現
象
 

一
般
ケ
ー
ブ
ル
例
 

耐
し
ご
き
性
ケ
ー
ブ
ル

例
 

ケ
ー
ブ
ル
構
造
の
違
い
 

汎
用
 

ゴ
ム
シ
ー
ス
 

変
形
し
易
い
 

柔
軟
な
一
般
介
在
 

し
ご
き
に
強
い
補
強

層
入
り
ゴ
ム
シ
ー
ス
 

変
形
に
強
い
 

強
固
な
充
実
介
在
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キ
ャ

ブ
タ

イ

ヤ
ケ

ー
ブ

ル

全
般
 

                       

ケ
ー

ブ
ル

が
屈

曲
す

る
部

分
か

ら
端

末
固

定

部
ま
で
の
直
線
距
離
は
，
で
き
る
だ
け
長
く
確

保
す
る
。
 

（
目
安
：
ケ
ー
ブ
ル
外
径
の

20
倍
以
上
）
 

ケ
ー
ブ
ル
の
内
部
の
線
心
は
，
屈
曲
部

の
前
後

に
亘
り
動
く
た
め
，
固
定
部
の
間
際
ま
で
屈
曲

さ
せ
る
と
，
内
部
の
線
心
が
自
由
に
動
く
こ
と

が
で

き
ず

に
座

屈
し

て
キ

ン
ク

や
う

ね
り

を

生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
 

                  

屈
曲
用
ケ
ー
ブ
ル
を
ク
ラ
ン
プ
し
て
，
ケ
ー

ブ
ル
を
ク
ラ
ン
プ
の
間
際
ま
で
繰
り
返
し
屈

曲
さ
せ
て
使
用
し
て
い
た
。
 

ク
ラ
ン
プ
部
で
，
ケ
ー
ブ
ル
内
部

の
線
心
が
キ

ン
ク
し
た
。
 

（
想
定
ト
ラ
ブ
ル
）
 

キ
ン
ク
し
た
線
心
の
導
体
が
断
線
し
，
絶
縁
体

か
ら
突
き
出
し
て
地
絡
，
短
絡
す
る
。
 

 

直
線
部
分
は
 

外
径
の

20
倍
以
上
確
保
 

固
定
ク
ラ
ン
プ
 

移
動
 

正
し
い
固
定
例
 

ケ
ー
ブ
ル
 

誤
っ
た
固
定
例
 

ク
ラ
ン
プ
の
 

間
際
ま
で
屈
曲
 

こ
こ
で
線
心
が
キ
ン
ク
し
た
 

固
定
ク
ラ
ン
プ
 

ケ
ー
ブ
ル
 

移
動
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キ
ャ

ブ
タ

イ

ヤ
ケ

ー
ブ

ル

全
般
 

 

カ
ー
テ
ン
布
設
の
場
合
，
ケ
ー
ブ
ル
ハ

ン
ガ
ー

間
に
は
，
テ
ン
シ
ョ
ン
メ
ン
バ
ー
と
し
て
，
ケ

ー
ブ

ル
よ

り
若

干
短

い
ロ

ー
プ

又
は

チ
ェ

ー

ン
を

布
設

し
ケ

ー
ブ

ル
に

張
力

を
か

け
な

い

よ
う
に
す
る
。
 

                     

 

カ
ー
テ
ン
方
式
で
キ
ャ
ブ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
ブ
ル

を
布
設
す
る
際
に
，
張
力
を
受
け
止
め
る
ロ

ー
プ
を
一
緒
に
布
設
し
な
か
っ
た
。
 

ケ
ー

ブ
ル

を
カ

ー
テ

ン
状

に
開

閉
さ

せ
た

際

に
，
ケ
ー
ブ
ル
に
直
接
に
過
度
な

張
力
が
か
か

り
導
体
が
断
線

し
た
。
 

（
想
定
ト
ラ
ブ

ル
）
 

導
体

が
断

線
す

る
こ

と
に

よ
り

設
備

が
停

止

す
る
。
 

ロ
ー
プ
（
ケ
ー
ブ
ル
よ
り
短
く
布
設
）
 

ケ
ー
ブ
ル
 

張
力
が
ロ
ー
プ
に
か
か
る
 

張
力
が
ケ
ー
ブ
ル
に
か
か
る
（
ロ
ー
プ
無
）
→
導
体
断
線
 

誤
っ
た
布
設
例
 

（
開
い
た
時
）
 

 
 

正
し
い
布
設
例
 

（
開
い
た
時
）
 

正
し
い
布
設
例
 

（
開
く
前
）
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N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

12
 

絶
縁
電
線
 

全
般
 

電
線
を
交
換
す
る
際
，
耐
熱
電
線
を
利
用
し
て

電
線
の
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
を
す
る
と
，
電
線
の
導

体
抵
抗
が
上
が
り
，
通
電
時
の
電
線
温
度
が
上

が
る
た
め
，
周
囲
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
。
 

こ
の

温
度

上
昇

に
耐

え
ら

れ
な

い
電

線
や

部

材
が

隣
接

す
る

場
合

そ
れ

ら
を

劣
化

や
変

色

さ
せ
て
し
ま
う
の
で
，
あ
ら
か
じ
め
，
耐
熱
性

の
低
い
も
の
が
隣
接
し
な
い
か
，
隣
接
す
る
場

合
は
離
隔
す
る
か
，
耐
熱
性
を
考
慮
し
た
部
材

に
変
更
す
る
等
の
対
策
が
必
要
。
 

                 

電
線
を
交
換
す
る
際
，
同
じ
許
容
電
流
で
，
サ

イ
ズ
ダ
ウ
ン
が
可
能
な
耐
熱
電
線
に
交
換
し
，

耐
熱

性
の

低
い

電
線

や
部

材
と

隣
接

し
て

配

線
し
た
。
 

サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
す
る
と
電
線
の
温
度
が
上
が

る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
。
 

ビ
ニ
ル
電
線
か

ら
，
許
容
電
流
の

同
じ
耐
熱
電

線
に
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
し
た
と
こ
ろ
，
通
電
時
の

電
線
の
温
度
が
高
く
な
り
，
隣
接

す
る
耐
熱
性

の
低
い
電
線
や
部
材
が
劣
化
や
変
色
を
し
た
。
 

（
想
定
ト
ラ
ブ
ル
）
 

  

発
熱

に
よ

り
周

囲
の

電
線

や
部

材
が

劣
化

し

火
災
に
至
る
恐
れ
が
あ
る
。
 

 

サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
 

し
て
電
線
を
交
換
 

熱
く
な
る

 

ビ
ニ
ル
電
線
 

耐
熱
電
線
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N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
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高
圧

絶
縁

電

線
，
 

高
圧

ケ
ー

ブ

ル
全
般
 

 

布
設
環
境
に
よ
っ
て
，
高
圧

C
V
ケ
ー

ブ
ル
，

高
圧
絶
縁
電
線
を
使
用
す
る
。
 

 公
称
電
圧
が
同
じ
で
も
，
高
圧
絶
縁
電
線
は
ケ

ー
ブ

ル
と

は
構

造
が

異
な

る
。

絶
縁

電
線

に

は
，
遮
蔽
が
無
い
の
で
，
高
圧

C
V
ケ
ー
ブ
ル

と
同
様
に
布
設
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
高
圧

絶
縁
電
線
が
，
金
属
物
や
他
の
電
線
と
接
近
す

る
と
，
異
常
な
電
界
集
中
を
起
こ
し
，
絶
縁
体

が
破
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

 高
圧

絶
縁

電
線

を
特

殊
用

途
で

使
用

す
る

場

合
は
，
専
用
の
電
線
を
使
用
し
，
適
切
な
離
隔
，

端
末
処
理
を
行
う
。
 

     

高
圧

C
V
ケ
ー
ブ
ル
の
代
わ
り
に
，
特
殊
用

途
の

6.
6 

kV
の
高
圧
無
遮
蔽
電
線
（
口
出
線

等
）
を
布
設
し
た
。
 

高
圧

C
V
ケ
ー
ブ
ル
を
，
同
じ
公
称
電
圧
の
絶

縁
電
線
に
交
換
し
た
ら
，
金
属
構

造
物
と
接
触

し
て
電
線
が
絶
縁
破
壊
し
た
。
 

 
（
想
定
ト
ラ
ブ
ル
）

 

電
界
集
中
や
コ
ロ
ナ
劣
化
に
よ
る
絶
縁
破
壊
，

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

に
よ

る
沿

面
閃

絡
が

発
生

す

る
。
 

        

高
圧

C
V
ケ
ー
ブ
ル
 

金
属
構

造
物
 

導
体
 

絶
縁
体
，
 

内
外
導
電
層
 

接
地
 

シ
ー
ス
 

高
圧
絶
縁
電
線
 絶
縁
体
 

遮
蔽
有
 

遮
蔽
無
 

電
界
集
中
 

高
圧

C
V
ケ
ー
ブ
ル
と
高
圧
絶
縁
電
線
の
構
造
の
違
い
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②
運

搬
 

N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

1 
電

線
・

ケ
ー

ブ
ル
全
般
 

ケ
ー

ブ
ル

を
巻

い
た

ド
ラ

ム
を

輸
送

す
る

と

き
，
ド
ラ
ム
は
，
縦
に
し
て
積
み
込
み

輸
送
す

る
。
 

 

ド
ラ
ム
を
平
積
み
し
，
輸
送
し
た
。
 

  

 

ケ
ー
ブ
ル
の
巻

き
が
崩
れ
，
ケ
ー

ブ
ル
を
引
き

出
す

と
き

に
引

っ
掛

か
り

ド
ラ

ム
か

ら
引

き

出
せ
な
く
な
っ
た
。
 

 

巻
き

が
崩

れ
た

状
態

で
ケ

ー
ブ

ル
を

引
き

出

し
て
製
品
外
傷
が
発
生
す
る
。
さ

ら
に
絡
ま
り

に
よ
り
断
線
す
る
。
 

2 
電

線
・

ケ
ー

ブ
ル
全
般
 

ケ
ー

ブ
ル

を
巻

い
た

ド
ラ

ム
を

降
ろ

す
と

き

は
，
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
電
線
用

荷
卸
し
マ
ッ

ト
等
を
使
い
，
ド
ラ
ム
に
衝
撃
を

与
え
な
い
よ

う
に
降
ろ
す
。
 

    

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
や

電
線

用
荷

卸
し

マ
ッ

ト

を
用
い
ず
，
ド
ラ
ム
を
降
ろ
す
時

に
衝
撃
を
与

え
た
。
 

   

ド
ラ
ム
の
鍔
が
破
損
し
た
。
 

ド
ラ

ム
が

壊
れ

ケ
ー

ブ
ル

が
引

き
出

せ
な

く

な
る
。
ま
た
無
理
に
引
き
出
し
て

製
品
外
傷
が

発
生
す
る
。
 

3 
た
ば
製
品
 

た
ば

製
品

を
移

動
さ

せ
る

時
に

放
り

投
げ

な

い
。
 

        

た
ば
製
品
の
搬
入
時
に
放
り
投
げ
た
と
こ
ろ
，

付
近
の
構
造
材
等
の
角
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
 

      

ぶ
つ
か
っ
た
部

分
の
電
線
に
傷
が
つ
い
た
。
 

  

外
傷
を
受
け
た
部
分
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
，
焼

損
事
故
が
発
生
す
る
。
 

破
損
 

投
げ
た
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N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

4 
電

線
・

ケ
ー

ブ
ル
全
般
 

原
則
，
ド
ラ
ム
巻
ケ
ー
ブ
ル
は
転

が
し
て
移
動

し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
，
や
む
を
得
ず
転
が

し
て
移
動
さ
せ
る
と
き
は
，
指
定

さ
れ

た
回
転

方
向
に
沿
っ
て
，
で
き
る
だ
け
短

距
離

で
の
移

動
と
す
る
。
 

指
定

さ
れ

た
回

転
方

向
と

逆
の

方
向

に
長

距

離
の
転
が
し
移
動
を
行
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
巻

き
が
緩
ん
で
，
引

き
出
し
が
困

難
に
な
っ
た
。
 

ケ
ー

ブ
ル

の
巻

き
が

緩
ん

で
た

る
み

が
生

じ

床
面
に
接
触
す
る
こ
と
で
，
製
品

外
傷
が
発
生

す
る
。
 

    ③
保

管
 

N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

1 
高

圧
ケ

ー
ブ

ル
全
般
 

 

ケ
ー
ブ
ル
を
保
管
す
る
場
合
，
両

端
部
は
キ
ャ

ッ
プ
を
被
せ
テ
ー
プ
で
押
え
巻
き
す
る

。
 

         

使
用

残
の

ケ
ー

ブ
ル

の
両

端
に

キ
ャ

ッ
プ

を

被
せ

ず
テ

ー
プ

の
み

を
巻

き
付

け
て

電
気

室

内
の
空
き
ピ
ッ
ト
に
保
管
し
た
。
 

     

集
中

豪
雨

で
電

気
室

の
ピ

ッ
ト

内
に

雨
水

が

浸
入
し
た
際
，
テ
ー
プ
の
み
施
し

た
端
部
か
ら

内
部
に
水
が
浸
入
し
た
。
 

  

遮
蔽
テ
ー
プ
の
腐
食
，
水
ト
リ
ー

の
発
生
等
の

異
常
に
つ
な
が
る
。
 

    

キ
ャ
ッ
プ
＋
テ
ー
プ
（
良
い
例
）
 

テ
－
プ
の
み
（
悪
い
例
）
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④
工

事
 

N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

1 
ケ
ー
ブ
ル
 

全
般
 

 

ケ
ー

ブ
ル

布
設

時
に

ケ
ー

ブ
ル

の
外

部
に

熱

放
散
を
妨
げ
る
も
の
を
設
け
る
場
合
に

は
，
許

容
電
流
を
低
減
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
 

         

建
築

施
工

時
に

発
泡

ポ
リ

ウ
レ

タ
ン

の
よ

う

な
断
熱
材
で
ケ
ー
ブ
ル
を
覆
っ
た
が
，
許
容
電

流
の
低
減
を
考
慮
し
な
か
っ
た
。
 

 

断
熱
材
で
覆
っ
た
こ
と
で
，
熱
放
散
が
悪
く
，

材
料
の
耐
熱
温
度
を
超
え
て
発
熱
し
た
。
 

 

熱
劣
化
に
よ
り
，
絶
縁
体
が
破
壊
し
，
火
災
事

故
に
つ
な
が
る
。
 

2 
高

圧
絶

縁
電

線
全
般
 

高
圧
絶
縁
電
線
を
使
用
す
る
際
は
，
接

地
金
属

体
，
異
相
裸
金
属
体
，
異
相
絶
縁
電
線

と
の
離

隔
距
離
を
十
分
に
と
る
。
 

           

高
圧
絶
縁
電
線
と
接
地
金
属
体
と
の
距
離
が

不
十
分
で
あ
っ
た
。
 

接
地

金
属

体
と

の
離

隔
距

離
が

不
十

分
で

あ

っ
た
た
め
，
絶
縁
体
表
面
と
接
地

金
属
体
の
間

で
コ
ロ
ナ
放
電
が
発
生
し
た
。
 

       

コ
ロ
ナ
放
電
に
よ
っ
て
絶
縁
体
が
破
壊
し
，

地
絡
・
短
絡
事
故
か
ら
火
災
事
故
に
つ
な
が

っ
た
。
 

 

断
熱
材
 

ケ
－
ブ
ル
 

コ
ロ
ナ
放
電
 

接
地
金
属
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N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

3 
低

圧
絶

縁
電

線
全
般
 

低
圧
絶
縁
電
線
を
束
配
線
す
る
場
合
は

，
電
線

管
口

の
エ

ッ
ジ

部
等

に
電

線
が

押
し

つ
け

ら

れ
な
い
よ
う
配
線
す
る
。
 

        

束
配
線
さ
れ
た
低
圧
絶
縁
電
線
が
，
金
属
電

線
管
の
開
口
部
エ
ッ
ジ
に
押
し
つ
け
ら
れ

た
。
 

 

 

エ
ッ

ジ
に

押
し

付
け

ら
れ

た
こ

と
に

よ
っ

て

絶
縁
体
に
外
傷
が
発
生
し
た
。
 

外
傷
に
よ
っ
て
絶
縁
体
が
破
壊
し
，
地
絡
・
短

絡
事
故
か
ら
火
災
事
故
が
発
生
す
る
。
 

4 
ケ

ー
ブ

ル
全

般
 

  

金
属
製
の
配
管
（
鋼
管
，
可
と
う
管
）
に
単
心

ケ
ー

ブ
ル

若
し

く
は

絶
縁

電
線

を
配

線
す

る

場
合
に
は
，

3
相
を

1
つ
の
管
に
配
線
す
る
。
 

             

金
属
製
の
管
に
配
線
す
る
時
に
，

1
つ
の
管
に

3
相
全
て
を
配
線
せ
ず
に
，

1
相
ず
つ
や
，

2
相

と
1
相
に
分
け
て
配
管
に
配
線
し
た
。
 

金
属
製
可
と
う
電
線
管
に
，

2
相
と

1
相
に
分

け
て
，
そ
れ
ぞ
れ
を
配
線
し
た
。
 

金
属
製
可
と
う
電
線
管
が
発
熱
し
，
配
管
に
接

触
し
た
と
き
に
や
け
ど
を
す
る
。
ま
た
，
ケ
ー

ブ
ル
の
劣
化
が
促
進
さ
れ
る
。
 

 

金
属
電
線
管
 

外
傷
部
 

金
属
製
配
管
 

単
心
ケ
ー
ブ
ル
 

若
し
く
は
絶
縁
電
線
 

金
属
製
配
管
(
発
熱
) 

単
心
ケ
ー
ブ
ル
 

若
し
く
は
絶
縁
電
線
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N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

5 
JK

EV
，
 

C
EV

等
 

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は
，
軟
化
温
度
が

他
の
絶
縁
体

に
比
べ
低
い
た
め
，
一
時
的
で
も

周
囲
温
度
が

高
く

な
る

場
所

に
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
絶

縁
ケ

ー

ブ
ル

を
使

用
し

な
い

。
（

周
囲

温
度

を
考

慮
し

て
ケ
ー
ブ
ル
選
定
を
行
う
）
 

高
炉
の
輻
射
熱
に
よ
っ
て
，
高
温

状
態
に
保
た

れ
る

環
境

に
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
絶

縁
体

を
有

す

る
ケ
ー
ブ
ル
を
布
設
し
た
。
 

   

溶
融
鉄
通
過
時
の
輻
射
熱
で
，
ポ

リ
エ
チ
レ
ン

絶
縁
体
が
溶
融
・
熱
融
着
し
た
。
 

 

絶
縁
体
の
破
壊
で
短
絡
事
故
が
発
生
す
る
。
 

  

6 
電

線
・

ケ
ー

ブ
ル
全
般
 

電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
は
許
容
曲
げ
半
径
を

守
っ
て

配
線
す
る
。
 

 

許
容
曲
げ
半
径
の
一
例
 

ケ
ー
ブ
ル
 

許
容
曲
げ
半
径
 

遮
蔽
な
し
(
多
心
) 

6D
 

遮
蔽
あ
り
(
多
心
) 

8D
 

ト
リ
プ
レ
ッ
ク
ス
 

6D
 

D
は
ケ
－
ブ
ル
外
径
を
示
す
。
 

  

ケ
－

ブ
ル

の
曲

げ
半

径
を

外
径

の
4

倍
以

下

の
自
己
径
近
く
ま
で
曲
げ
て
布
設
し
て
い
た
。
  

ケ
ー
ブ
ル
の
シ

ー
ス
が
割
れ
，
内

部
の
絶
縁
体

が
露
出
し
た
。
 

  

絶
縁

体
の

保
護

が
な

く
な

り
，

絶
縁

体
が

損

傷
，
絶
縁
破
壊
に
つ
な
が
る
。
 

高
炉

 

溶
融
鉄

 

ケ
－
ブ
ル
 

輻
射
熱
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N
o.

 
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

7 
制

御
ケ

ー
ブ

ル
全
般
 

ケ
ー

ブ
ル

線
心

は
許

容
曲

げ
半

径
を

守
っ

て

配
線
す
る
。
 

 

線
心
を
許
容
曲
げ
半
径
以
下
で
極
度
に
曲
げ

て
配
線
し
た
。
 

      

小
型

端
子

箱
内

で
線

心
が

極
度

に
曲

げ
て

配

線
さ
れ
，
絶
縁

体
に
ク
ラ
ッ
ク
が
生
じ
た
。
 

絶
縁
体
破
壊
に
よ
っ
て
地
絡
・
短
絡
事
故
か
ら

火
災
事
故
が
発
生
す
る
。
 

8 
C

V
全
般
 

 

C
V

ケ
ー
ブ
ル
の
端
末
で
シ
ー
ス

を
剥
い
た
絶

縁
被
覆
の
露
出
部
分
は
，
紫
外
線

に
強
い
耐
候

性
を
有
す
る
テ
ー
プ
（
黒
色
粘
着

性
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
絶
縁
テ
ー
プ
）
又
は
収
縮
チ

ュ
ー
ブ
に
よ

り
，
直
射
日
光
や
蛍
光
灯
に
よ
る

紫
外
線
へ
の

対
策
を
施
す
。
 

           

絶
縁
被
覆
に
直
射
日
光
，
紫
外
線
が
あ
た
り
，

絶
縁
体
が
劣
化
し
た
。
 

         

窓
際

に
布

設
し

て
い

た
ケ

ー
ブ

ル
の

絶
縁

被

覆
に
太
陽
光
が

あ
た
り
，
絶
縁
体
が
割
れ
た
。
 

絶
縁

体
が

損
傷

し
，

地
絡

お
よ

び
短

絡
が

発

生
，
ケ
ー
ブ
ル
が
焼
損
す
る
。
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N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

9 
ケ

ー
ブ

ル
全

般
 

一
旦
ド
ラ
ム
か
ら
ケ
－
ブ
ル
を
引
き
出

し
，
貯

線
す
る
場
合
に
は
，
キ
ン
ク
が
発
生
し
難
い

8

の
字
巻
き
で
行
い
，
癖
取
り
し
な

が
ら
引
き
出

す
。
 

 

コ
イ
ル
状
に
取
出
し
，
巻
き
癖
を

取
ら
な
い
状

態
の
ま
ま
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
出
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
が
ね
じ
れ
，
キ
ン
ク
が
発
生
し
た
。
 

キ
ン
ク
の
発
生
に
よ
り
導
体
が
断
線
す
る
。
 

10
 

電
線

・
ケ

ー

ブ
ル
全
般
 

 

弛
み

に
よ

る
ル

ー
プ

や
ね

じ
れ

が
無

い
状

態

で
電
線
を
引
き
出
す
。
 

た
ば
製
品
の
場
合
，
ケ
ー
ブ
ル
リ

ー
ル

や
タ
ー

ン
テ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
。
 

              

電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
が
弛
ん
で
ル
ー
プ
し
た
り
，

ね
じ

れ
た

状
態

で
ド

ラ
ム

や
た

ば
か

ら
引

き

出
し
た
。
 

          

電
線
が
ね
じ
れ
た
ま
ま
引
き
出
し
た
た
め
，
キ

ン
ク
し
た
。
 

  

 

   

導
体
が
断
線
す
る
。
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N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

11
 

高
圧

ケ
ー

ブ

ル
全
般
 

  

端
末

部
又

は
接

続
部

で
シ

ー
ス

の
収

縮
が

発

生
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
，
シ
ー

ス
ズ

レ
止
め

用
熱
収
縮
チ
ュ
ー
ブ
，
ス
プ
リ
ン

グ
式

ア
ル
ミ

ク
リ
ー
ト
等
の
対
策
を
行
う
。
 

          

高
圧
ケ
ー
ブ
ル
に
お
い
て
，
通
常

の
端
末
材
料

を
使
用
し
，
シ
ー
ス
ズ
レ
対
策
を

行
わ
な
か
っ

た
。
 

      

シ
ー
ス
が
収
縮

し
て
，
内
部
の
銅

テ
ー
プ
が
破

断
し
た
。
ま
た

，
片
端
接
地
の
場
合
は
，
破
断

部
に

充
電

電
流

が
流

れ
て

絶
縁

体
が

焼
損

す

る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
 

       

地
絡
事
故
に
よ
っ
て
火
災
が
発
生
す
る
。
 

12
 

高
圧

ケ
ー

ブ

ル
全
般
 

ケ
ー

ブ
ル

の
竣

工
耐

圧
試

験
時

の
ケ

ー
ブ

ル

端
末
部

の
固

定
に

は
，

PP
紐
ま

た
は
ビ

ニ
ル

テ
ー
プ
等
の
絶
縁
物
を
用
い
る
。
 

          

端
末
部
の
固
定
に
絶
縁
物
以
外
の
も
の
を
使

用
し
た
。
 

 

ケ
ー
ブ
ル
竣
工
耐
圧
試
験
時
に
，
ケ
ー
ブ
ル
端

末
部

の
固

定
に

IV
電

線
を

使
用

し
た

た
め

に
，
端
末
か
ら

IV
電
線
へ
放
電
し
た
。
 

耐
圧
試
験
が
正
常
に
行
え
な
い
。
 

ビ
ニ
ル
テ
ー
プ
 

銅
テ
ー
プ
破
断
 

シ
ー
ス
収
縮

17 

 



 

N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

13
 

分
岐

付
き

ケ

ー
ブ

ル
及

び

ケ
ー

ブ
ル

全

般
 

垂
直

ケ
ー

ブ
ル

の
最

終
端

支
持

を
行

な
う

場

合
は
，
次
に
よ
る
。
 

(
1)
 
吊
上
方
式
は
，
原
則
と
し
て
ワ
イ
ヤ
ー
ネ

ッ
ト

方
式

又
は

プ
ー

リ
ン

グ
ア

イ
方

式

と
す
る
。
 

(
2)
 
引
張
り
強
度
は
，
ケ
ー
ブ
ル
自
重

，
張
力

に
十
分
耐
え
る
も
の
と
し
，
安
全
率
は
，

4
以
上
と
す
る
。
 

(
3)
 
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
方
式
の
場
合
は
，
支
持

点
間
距
離
は

6 
m

以
下
と
す
る
。
プ
ー
リ

ン
グ

ア
イ

方
式

の
場

合
は

，
(

2)
に

て
計

算
す
る
。
 

 

詳
細
は
，
内
線
規
程
を
参
照
。
 

             

ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
方
式
で
，
ケ
ー

ブ
ル
に
適
切

な
支
持
を
し
な
い
ま
ま
使
用
し
た
。
 

中
吊
り
状
態
で
放
置
し
た
為
，
吊
上
治
具
（
ワ

イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
）
か
ら
ケ
ー
ブ
ル

が
抜
け
落
ち

た
。
 

  

ケ
ー
ブ
ル
が
抜
け
落
ち
，
損
傷
す
る
。
 

吊
上

治
具
 

(
ワ

イ
ヤ

ー
ネ
ッ

ト
) 

ブ
ラ

ケ
ッ

ト
等

で
の
支

持
を

施
し
て

い
な
い
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N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

14
 

高
圧

ケ
ー

ブ

ル
全
般
 

 

絶
縁
体
上
に
設
け
た
遮
蔽
層
は
，
ケ
ー
ブ
ル
使

用
時

に
次

の
よ

う
な

目
的

で
必

ず
接

地
し

な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
片
端
接
地
も
し
く
は
両
端
接
地
）
 

・
感
電
防
止
 

・
電
界
の
均
等
化
 

・
静
電
誘
導
障
害
の
防
止
 

・
遮
蔽
層
電
位
起
因
の
事
故
防
止
 

                   

遮
蔽
層
を
接
地
し
な
い
で
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
を

使
用
し
た
。
 

 接
地
に
不
具
合
が
あ
る
状
態
で
高
圧
ケ
ー
ブ

ル
を
使
用
し
た
。
 

 
 
接
地
線
の
断
線
 

 
 
接
地
線
の
ハ
ン
ダ
付
け
不
良
 

 
 
接
地
線
の
接
続
不
良
 

 

ケ
ー
ブ
ル
端
末
部
で
の
接
地
不
良
に
よ
り
，
こ

の
部
分
で
放
電
し
た
。
 

 接
地
不
良
で
使
用
し
，
シ
ー
ス
に

外
傷
等
に
よ

る
貫
通
孔
が
あ
っ
た
た
め
，
そ
の

部
分
か
ら
大

地
に
向
か
っ
て
電
流
が
流
れ
，
ケ

ー
ブ
ル
が
発

熱
し
た
。
 

（
想
定
ト
ラ
ブ
ル
）
 

絶
縁
体
の
損
傷
に
よ
り
地
絡
に
至
り
，
ケ
ー
ブ

ル
が
焼
損
す
る
。
 

誤
っ

て
ケ

ー
ブ

ル
表

面
を

触
っ

た
際

に
感

電

す
る
。
 

  

接
地
線
断
線
 

19 

 



 

N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

15
 

高
圧

ケ
ー

ブ

ル
全
般
 

高
圧
ケ
ー
ブ
ル
の
端
末
処
理
は
，
十
分
な
長
さ

の
外
部
半
導
電
層
を
取
り
除
い
て
行
う
こ
と
。
 

      

十
分

な
長

さ
の

外
部

半
導

電
層

を
取

り
除

か

ず
に
使
用
し
た
。
 

  

   

     

   

導
体

と
外

部
半

導
電

層
の

沿
面

距
離

が
近

す

ぎ
た
た
め
，
こ
の
間
で
地
絡
し
た
。
 

 

絶
縁
体
が
損
傷
し
，
ケ
ー
ブ
ル
が

焼
損
し
延
焼

す
る
。
 

16
 

電
線

・
ケ

ー

ブ
ル
全
般
 

導
体

上
に

セ
パ

レ
ー

タ
テ

ー
プ

を
施

し
た

電

線
・
ケ
ー
ブ
ル
に
あ
っ
て
は
，
端

末
処

理
時
に

セ
パ
レ
ー
タ
テ
ー
プ
を
完
全
に
除
去
す
る
。
 

絶
縁
体
を
剥
ぎ
取
り
，
端
子
圧
着
す
る
際
，
セ

パ
レ
ー
タ
テ
ー
プ
を
見
逃
し
た
。
 

  

 

 

薄
暗
い
所
で
，
端
末
処
理
を
し
た
際
，
導
体
上

に
セ

パ
レ

ー
タ

テ
ー

プ
が

あ
る

こ
と

に
気

が

付
か
ず
，
そ
の
ま
ま
端
子
を
圧
着

し
た
こ
と
か

ら
，
接
触
抵
抗
が
大
き
く
な
っ
た
。
 

        

端
子
部
分
で
の
導
通
不
良
，
ま
た

は
接
触
抵
抗

増
加
に
よ
り
，
端
子
部
で
の
発
熱

か
ら
ケ
ー
ブ

ル
焼
損
に
至
る
。
 

絶
縁
体
 

セ
パ
レ
ー
タ
 

導
体
 

圧
着
端
子
 

絶
縁
体
 

導
体
 

外
部
半
導
電
層
 

絶
縁
体
 

外
部
半
導
電
層
 

導
体
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N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

17
 

キ
ャ

ブ
タ

イ

ヤ
ケ

ー
ブ

ル

全
般
 

ケ
ー

ブ
ル

チ
ェ

ー
ン

に
ケ

ー
ブ

ル
を

入
れ

て

使
用
す
る
場
合
は
，
ケ
ー
ブ
ル
同

士
が

干
渉
し

な
い
よ
う
に

1
条

1
穴
と
し
，

1
つ
の
穴
に
多

条
布
設
し
な
い
。
 

ま
た
，
穴
径
と
ケ
ー
ブ
ル
外
径
の

ク
リ
ア
ラ
ン

ス
は
大
き
く
取
り
，
ケ
ー
ブ
ル
が

自
由
に
動
け

る
よ
う
に
す
る
。
 

     

ケ
ー

ブ
ル

チ
ェ

ー
ン

に
ケ

ー
ブ

ル
を

入
れ

て

使
用
す
る
時
，

1
つ
の
穴
に
多
数
本
を
入
れ
て

布
設
を
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
が
う
ね
っ
た
。
 

（
想
定
ト
ラ
ブ
ル
）
 

 

ケ
ー
ブ
ル
の
外
傷
，
導
体
断
線
が
発
生
す
る
。
 

          

18
 

キ
ャ

ブ
タ

イ

ヤ
ケ

ー
ブ

ル

全
般
 

可
動

部
で

は
特

定
の

箇
所

に
応

力
が

集
中

し

な
い
よ
う
布
設
す
る
。
 

一
例
と
し
て
ケ
ー
ブ
ル
屈
曲
（
捻
回
）
部
で
は

ケ
ー

ブ
ル

同
士

が
干

渉
し

な
い

よ
う

に
結

束

せ
ず
に
布
設
す
る
。
 

 

屈
曲
や
捻
回
を
す
る
ケ
ー
ブ
ル
を
，
複
数
本
を

一
緒
に
束
ね
，
可
動
部
を
結
束
バ
ン
ド
で
，
ば

ら
け

な
い

よ
う

に
数

か
所

を
束

ね
て

使
用

し

て
い
た
。
 

 

結
束
間
で
ケ
ー
ブ
ル
長
さ
が
不
揃
い
に
な
り
，

束
が
ば
ら
け
，
一
部
の
ケ
ー
ブ
ル

に
張
力
が
集

中
し
た
。
 

（
想
定
ト
ラ
ブ
ル
）
 

ケ
ー
ブ
ル
の
外
傷
，
導
体
断
線
，
ケ
ー
ブ
ル
断

線
が
発
生
す
る
。
 

1
穴
多
条
布
設
 

（
悪
い
例
）
 

1
穴

1
条
布
設
 

（
良
い
例
）
 

ケ
ー
ブ
ル
 

ケ
ー
ブ
ル
チ
ェ
ー
ン
 

の
サ
ポ
ー
タ
ー
 

ケ
ー
ブ
ル
 

結
束
 

ケ
ー
ブ
ル
 

結
束
部
 

結
束
部
 

ケ
ー
ブ
ル
の
ば
ら
け
 

局
所
曲
げ
 

張
力
集
中
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N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
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絶
縁

電
線

全

般
 

耐
熱

電
線

に
巻

く
テ

ー
プ

や
チ

ュ
ー

ブ
は

耐

熱
性
の
あ
る
も
の
を
使
用
す
る
。
 

耐
熱
電
線
の
絶
縁
体
は
耐
熱
性
が
高
い
が
，
そ

こ
に

耐
熱

性
が

低
い

ビ
ニ

ル
テ

ー
プ

等
を

巻

く
と

，
テ

ー
プ

が
劣

化
し

割
れ

が
生

じ
た

時

に
，
割
れ
た
部
分
に
応
力
が
集
中
し
，
電
線
の

絶
縁

体
も

一
緒

に
割

れ
る

共
割

れ
が

発
生

す

る
。
 

     

耐
熱

電
線

に
耐

熱
性

が
低

い
ビ

ニ
ル

テ
ー

プ

を
巻
い
た
。
 

  

ビ
ニ
ル
テ
ー
プ
が
劣
化
し
割
れ
，
そ
れ
と
共
に

そ
の

下
の

絶
縁

体
も

共
割

れ
し

て
導

体
が

露

出
し
た
。
 

地
絡
，
混
線
，
導
体
腐
食
等
が
発
生
す
る
。
 

20
 

絶
縁

電
線

全

般
 

絶
縁

電
線

と
ケ

ー
ブ

ル
は

配
線

方
法

が
異

な

る
の
で
，
電
気
設
備
技
術
基
準
や

内
線

規
程
に

基
づ
き
配
線
す
る
。
 

絶
縁
電
線
に
は
，
絶
縁
体
を
保
護

す
る

シ
ー
ス

が
無
い
た
め
，
人
が
触
れ
た
り
，
衝
撃
や
劣
化

を
受
け
る
よ
う
な
場
所
で
使
用
す
る
場
合
は
，

基
準

ど
お

り
金

属
管

に
入

れ
る

等
の

保
護

す

る
必
要
が
あ
る
。
 

露
出
し
て
配
線
す
る
場
合
，
布
設

環
境
に
適
し

た
シ

ー
ス

が
施

さ
れ

て
い

る
ケ

ー
ブ

ル
を

使

用
す
る
。
 

 

絶
縁
電
線
を
電
線
管
等
で
保
護
せ
ず
に
，
そ
の

ま
ま
露
出
配
線
を
し
た
。
 

絶
縁
電
線
を
保
護
せ
ず
に
配
線
し
た
た
め
，
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
角

で
絶

縁
体

が
外

傷
を

受

け
て
地
絡
し
た
。
 

       油
や
薬
品
，
紫
外
線
の
影
響
を
絶

縁
体
が
直
接

受
け
た
た
め
，
絶
縁
体
が
劣
化
し
て
，
地
絡
し

た
。
 

（
想
定
ト
ラ
ブ
ル
）
 

漏
電
，
火
災
が
発
生
す
る
。
人
が
感
電
す
る
。
 

テ
ー
プ
の
劣
化
・
割
れ
 

→
絶
縁
体
共
割
れ
 

ビ
ニ
ル
テ
ー
プ
 

耐
熱
絶
縁
体
 

導
体
 

絶
縁
体
の
共
割
れ
現
象
 

外
傷
箇
所
 

ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
 

絶
縁
電
線
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悪
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ル
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予
測
さ
れ
る
ト
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ブ
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電
線

・
ケ

ー

ブ
ル
全
般
 

 

ケ
ー

ブ
ル

の
端

末
を

し
っ

か
り

支
持

し
て

か

ら
，
結
束
ロ
ー
プ
を
切
る
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
端
末
を
し
っ
か
り
支
持
せ
ず
に
，

結
束
ロ
ー
プ
を
切
っ
た
。
 

ド
ラ
ム
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
出
す
た
め
，
端

末
部
の
結
束
ロ
ー
プ
を
切
っ
た
ら
，
ケ
ー
ブ
ル

の
端
末
が
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
，
シ
ー
ス
が

割
れ
た
。
 

（
想
定
ト
ラ
ブ
ル
）
 

作
業
者
に
当
た
り
怪
我
を
し
た
。
 

（
想
定
ト
ラ
ブ
ル
）
 

       

ケ
ー
ブ
ル
が
破
損
す
る
。
人
が
怪
我
を
す
る
。
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電
線

・
ケ

ー

ブ
ル
全
般
 

許
容
張
力
以
下
の
張
力
で
延
線
作
業
を
行
う
。
 

【
許
容
張
力
(

N
)
】
 

・
ﾌ
ﾟ
ｰﾘ
ﾝｸ
ﾞｱ
ｲ
：
導
体
に
加
わ
る
張
力
 

銅
導
体
：

68
(M

Pa
)×

導
体
断
面
積

(m
m

2 )
×

線
心
数
(
本
)
以
下
 

ｱ
ﾙ
ﾐ
導
体

：
39

(M
Pa

)×
導
体

断
面
積

(m
m

2 )

×
線
心
数
(
本
)
以
下
 

・
ﾜ
ｲ
ﾔｰ
ﾈｯ
ﾄ
：
シ
ー
ス
に
加
わ
る
張
力

 

9.
8(

M
Pa

)×
シ
ー
ス
断
面
積

(m
m

2 )
以
下
 

（
単
心
よ
り
合
わ
せ
形
の
場
合
は
，
シ
ー
ス

1

心
分
の
断
面
積
）
 

  

許
容

張
力

を
超

過
し

た
張

力
が

ケ
ー

ブ
ル

に

加
わ
る
よ
う
な
延
線
作
業
を
行
っ
た
。
 

延
線
時
の
過
張
力
に
よ
り
導
体
が
断
線
し
た
。
 

      

導
体
断
線
に
よ
り
，
通
電
で
き
な
い
。
 

 

結
束
ロ
ー
プ
を
切
る
 

電
線
が
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
割
れ
る
 

ケ
ー
ブ
ル
 

ド
ラ
ム
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N
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ラ
ブ
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電
線

・
ケ

ー

ブ
ル
全
般
 

電
線

ケ
ー

ブ
ル

を
計

尺
・

巻
替

え
す

る
際

に

は
，
過
張
力
が
加
わ
ら
な
い
よ
う
に
行
う
。
 

計
尺
・
巻
替
え
作
業
時
に
ケ
ー
ブ
ル
に
過
張
力

が
加
わ
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
を
計
尺
・
巻
替
え
し
た

際
に
，
過
張

力
に
よ
り
外
観
異
常
が
発
生
し
た
。
 

  

外
観
異
常
や
導
体
断
線
が
発
生
す
る
。
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電
線

・
ケ

ー

ブ
ル
全
般
 

ド
ラ
ム
を
回
転
さ
せ
て
ケ
ー
ブ
ル
を
引
出
し
，

切
断
す
る
と
き
に
，
ド
ラ
ム
の
制

動
を

繰
り
返

す
場
合
は
，
巻
き
始
め
口
（
下
口
）
の
端
末
固

定
を
外
し
，
ケ
ー
ブ
ル
と
ド
ラ
ム

の
ず

れ
を
下

口
側
か
ら
逃
が
す
よ
う
に
す
る
。
ま
た

は
，
ゆ

っ
く

り
と

ド
ラ

ム
を

回
転

さ
せ

て
下

口
か

ら

突
き
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

但
し
，
細
い
柔
ら
か
い
ケ
ー
ブ
ル
は
，
下
口
側

に
ず
れ
が
逃
げ
て
い
か
な
い
の
で
，
長
尺
で
の

配
線
設
計
は
極
力
避
け
る
。
 

       

ケ
ー

ブ
ル

の
繰

り
出

し
を

繰
り

返
し

行
う

と

き
に
，
下
口
側
の
端
末
固
定
を
外

さ
ず
に
行
っ

た
。
 

   

ド
ラ

ム
巻

き
始

め
口

付
近

で
ケ

ー
ブ

ル
の

弛

み
，
屈
曲
が
発
生
し
た
。
 

  

       

     

ケ
ー

ブ
ル

が
絡

ま
っ

て
表

面
に

キ
ズ

が
発

生

す
る
。
キ
ン
ク
に
よ
る
断
線
リ
ス

ク
が
高
く
な

る
。
 

ケ
ー

ブ
ル

が
使

用
で

き
な

い
箇

所
が

増
加

す

る
。
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⑤
使

用
 

N
o.

 
製
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

1 
ケ
ー
ブ
ル
 

全
般
 

  

リ
ー
ル
巻
き
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
場

合
は
，

ケ
ー

ブ
ル

を
全

て
引

き
出

し
て

使
用

す
る

こ

と
。
但
し
，
リ
ー
ル
に
巻
い
た
状
態
で
使
用
す

る
場
合
は
，
多
条
布
設
と
同
様
許

容
電

流
を
低

減
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
ば
巻
き

の
場

合
も
同

様
。
 

リ
ー

ル
メ

ー
カ

ー
の

使
用

上
の

注
意

事
項

に

従
っ
て
使
用
す
る
こ
と
。
 

       

リ
ー
ル
や
た
ば
巻
き
の
ま
ま
，
通
電
し
た
。
 

 

ケ
ー
ブ
ル
が
融

着
し
，
使
用
不
能
に
な
っ
た
。
 

          

ケ
ー
ブ
ル
の
絶
縁
体
が
軟
化
し
，
短
絡
に
よ
り

発
火
す
る
。
周
辺
機
器
が
損
傷
す
る
。
 

 

2 
電

線
・

ケ
ー

ブ
ル
全
般
 

      

許
容
電
流
以
下
で
使
う
。
 

          

電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
に
許
容
電
流
を
超
え
る
電
流

を
流
し
た
。
 

 

電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
が
異
常
発
熱
し
た
。
 

       

絶
縁
体
劣
化
に
よ
り
漏
電
火
災
が
発
生
す
る
。
 

電
線
の
更
新
推
奨
時
期
が
早
く
な
る
。
 

12
 A

 

10
 A

 

計
：

22
 A
 

V
V

F 
2×

1.
6 

m
m
(
許
容
電
流
：

18
 A

) 

た
ば
巻
 

モ
ー
タ
ー
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し
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方
法
 

悪
い
事
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ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

3 
ケ
ー
ブ
ル
 

全
般
 

ケ
ー
ブ
ル
に
打
撃
を
与
え
な
い
。
 

       

鋭
利
な
金
属
物
や
硬
い
物
を
落
と
し
た
。
 

鋭
利
な
金
属
物

が
ケ
ー
ブ
ル
に
刺
さ
り
，
導
体

が
短
絡
し
た
。
 

短
絡
に
よ
っ
て
漏
電
発
火
す
る
。
 

4 
絶
縁
電
線
 

全
般
 

 

束
ね
て
使
用
す
る
場
合
は
，
発
熱

を
抑
え
る
た

め
，
許
容
電
流
を
満
足
す
る
サ
イ

ズ
選
定
が
必

要
で
あ
る
。
電
線
本
数
に
応
じ
た

低
減
率
を
乗

じ
て
サ
イ
ズ
選
定
を
す
る
。
 

や
む

を
得

ず
高

耐
熱

電
線

を
使

用
す

る
場

合

は
，
発
熱
で
通
常
よ
り
も
温
度
が

高
く
な
る
の

で
，
他
の
電
線
に
影
響
を
与
え
な

い
よ
う
な
配

線
を
す
る
。
 

盤
内
配
線
で
，
絶
縁
電
線
 
数
本
を
結
束
バ

ン
ド
で
束
ね
て
使
用
し
た
際
，
許
容
電
流
を

超
え
て
通
電
さ
れ
，
絶
縁
体
が
軟
化
し
た
。
 

加
熱
変
形
に
よ

り
，
絶
縁
体
が
変
形
し
た
。
 

       

絶
縁
体
が
軟
化
し
，
短
絡
に
よ
り
発
火
す
る
。
 

5 
キ

ャ
ブ

タ
イ

ヤ
ケ

ー
ブ

ル

全
般
 

  

用
途
に
応
じ
て
耐
捻
回
性
，
耐
屈

曲
性
を
確
実

に
使
い
分
け
る
。
 

        

耐
捻

回
性

を
必

要
と

す
る

用
途

に
耐

捻
回

性

の
無
い
耐
屈
曲
性
ケ
ー
ブ
ル
を
導
入
し
た
。
 

     

耐
捻

回
性

が
必

要
な

ス
パ

イ
ラ

ル
カ

ー
テ

ン

方
式
の
用
途
に
，
耐
捻
回
性
の
無

い
耐
屈
曲
性

ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
た
め
，
心
線
の
座
屈
・

断
線
や
ケ
ー
ブ
ル
の
う
ね
り
が
発
生
し
た
。
 

   

導
体
の
早
期
断
線
が
発
生
す
る
。
 

 

ケ
ー
ブ
ル
が
捻
ら
れ
る
 

ス
パ

イ
ラ

ル
カ

ー
テ

ン

IV
電
線
 

8 
m

m
2  6

0 
A
通
電
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N
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製
品
 

正
し
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方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

6 
キ

ャ
ブ

タ
イ

ヤ
ケ

ー
ブ

ル

全
般
 

最
小
曲
げ
半
径
を
守
っ
て
，
キ
ャ

ブ
タ
イ
ヤ
ケ

ー
ブ
ル
を
設
置
す
る
。
 

キ
ャ

ブ
タ

イ
ヤ

ケ
ー

ブ
ル

の
許

容
曲

げ
半

径

は
，
仕
様
・
用
途
に
よ
り
異
な
る
た
め
，
メ
ー

カ
ー
推
奨
の
曲
げ
半
径
を
遵
守
す
る
。
 

  

可
動
用
と
し
て
，
ケ
ー
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
か
ら

要
求
さ
れ
て
い
る
最
小
曲
げ
半
径
よ
り
も
小

さ
い
曲
げ
半
径
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
 

早
期
に
「
う
ね
り
」
等
の
不
具
合
が
発
生
し
た
。
 

早
期
に
断
線
し
，
設
備
が
停
止
す
る
。
 

7 
電

線
・

ケ
ー

ブ
ル
全
般
 

ケ
ー
ブ
ル
配
線
環
境
は
，
小
動
物

が
入

っ
て
こ

な
い
よ
う
な
環
境
に
す
る
。
 

  

小
動
物
が
入
っ
て
く
る
よ
う
な
環
境
に
ケ
ー

ブ
ル
を
配
線
し
た
。
 

ケ
ー

ブ
ル

が
小

動
物

に
か

じ
ら

れ
て

損
傷

し

た
。
 

地
絡
・
短
絡
事
故
や
，
火
災
が
発
生
す
る
。
 

8 
分

岐
付

き
ケ

ー
ブ
ル
 

浸
水

す
る

よ
う

な
場

所
で

ア
ー

ス
付

き
ブ

ラ

ン
チ
ケ
ー
ブ
ル
を
布
設
す
る
場
合
，
分

岐
結
線

部
の

保
護

は
，

モ
ー

ル
ド

仕
様

品
を

使
用

す

る
。
 

            

浸
水
す
る
よ
う
な
場
所
で
あ
る
が
ア
ー
ス
付

き
ブ
ラ
ン
チ
ケ
ー
ブ
ル
の
分
岐
結
線
部
の
保

護
に
ビ
ニ
ル
テ
ー
プ
巻
き
品
を
使
用
し
た
。
 

ア
ー
ス
回
路
内

へ
水
が
浸
入
し
た
。
 

ア
ー
ス
線
が
腐
食
す
る
。
 

ア
ー

ス
線

内
を

伝
わ

っ
て

水
が

配
電

盤
等

に

浸
入
し
地
絡
事
故
や
火
災
が
発
生
す
る
。
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9 
高
圧

C
V

ケ

ー
ブ
ル
全
般
 

ケ
ー

ブ
ル

を
で

き
る

限
り

長
期

間
使

用
し

た

い
場
合
は
，
ケ
ー
ブ
ル
が
水
の
影
響
（
架
空
配

線
の
よ
う
な
雨
水
が
か
か
る
程
度
は
除

く
）
を

受
け
な
い
よ
う
に
配
線
す
る
。
 

や
む
を
得
ず
水
の
影
響
を
受
け
る
場
合

に
は
，

更
新

推
奨

時
期

が
早

く
な

る
こ

と
を

認
識

し

て
管
理
す
る
。
 

何
れ
の
場
合
も
，
年
次
点
検
等
の

結
果
に
基
づ

き
，
ケ
ー
ブ
ル
の
良
否
を
判
断
し
，
ケ
ー
ブ
ル

更
新

が
必

要
な

場
合

は
，

速
や

か
に

更
新

す

る
。
 

  

年
次

点
検

等
で

絶
縁

体
の

水
ト

リ
－

劣
化

や

遮
蔽

銅
テ

ー
プ

の
腐

食
断

線
等

の
兆

候
を

見

落
と

し
て

，
ケ

ー
ブ

ル
更

新
時

期
を

見
誤

っ

た
。
 

            

年
次
点
検
で
，
水
ト
リ
―
劣
化
の

兆
候
が
見
ら

れ
た
が
，
継
続
使
用
し
た
た
め
，
絶
縁
破
壊
が

発
生
し
た
。
 

地
絡
事
故
に
よ
り
停
電
が
発
生
す
る
。
 

 

  注
意
書
き

 

本
技
術
資

料
 
第

15
6
号
「

電
線

関
係

ト
ラ

ブ
ル

事
例

集
 
絶

縁
電
線
編

」
は

19
95

年
に
制

定
さ
れ
た

日
本
電

線
工
業

会
 
内

部
資

料
第

第
21

号
－

3「
電

線
関

連
ト

ラ
ブ

ル
事

例
集

 
絶

縁
電

線
編

」
を

基
と
し
，

20
25

年
7
月

に
制

定
し

た
。

 

ト
ラ
ブ
ル

事
例
の

中
で
（

想
定

ト
ラ

ブ
ル

）
と

あ
る

も
の

は
20

25
年
の
技
術
資
料

制
定
時

に
追

記
し
た
想

定
ト
ラ

ブ
ル
を

示
し

て
い

る
。

 

    

水
ト
リ
－
(
内
導
) 

水
ト
リ
－
(
外
導
) 

遮
蔽
銅
テ
ー
プ
腐
食
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